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「��の友に、��と共に
〜アルペなんみんセンターの事例から、
地域での��受け�れについて�える〜」
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（�財）かながわ国��流財団
����⼤�「内なる国��プロジェクト」共�

�師���  �呂�さん

3⽉1 0⽇（⽊）
1 4 : 0 0 - 1 6 : 0 0

⼀��団��J L M M 事�局�
N P O��アルペなんみんセンター  地域��コーディネーター
1 9 6 6年�奈川����⽣まれ、在�

J L M Mより1 9 9 2年から3年間カンボジア（児�����の�業��）に、1 9 9 5年から3年間ベト
ナム（中���地帯ハンセン��の⽣活�援）にコーディネーターとして��される。
�国�はカンボジアの�どもの識���、女性の����など、⽇�からの�援にあたる。

2 0 1 1年から1 0年間、カトリック東�ボランティアセンター（C T V C）事�局�。東⽇�⼤�災の
�災者�援に�わった。

上智⼤�「ボランティア論」�常��師、サレジオ中��等��および��⼩�����師。

「となり��の���共⽣〜��団地と�が�団
地から、1 0年�の地域��を�える〜」

コメンテーター�圓�  王国さん

�師��﨑  �樹さん

�師�野場  �司さん

��団地⾃��事�局�

�⼝�4 , 7 0 0�の内、�2 , 6 0 0�が�国�の��団地に2 0 1 4年から�み�める。地元��の�⽣
団体「��かけはしプロジェクト」と協働しつつ、�国���を�えて地域づくりを�める「開
かれた⾃��構想」を��。
2 0 2 1年にP H P�研から、「『���の���共⽣』の�題−��団地の��と��から−」を発
�するなど、���が�国���の時代を�えるきっかけづくりに精を�す。⾃��は2 0 1 7  年度
国��流基金「地���賞」を受賞。個�として、2 0 1 8年度⽇�⻘年���「�間⼒⼤賞��⼤
�奨励賞」を受賞。

�が�インターナショナルコミュニティ（K I C）代�

サラリーマンの�ら�国�が�く�む⾃らの��地域でK I Cを立ち上げ、地域の���共⽣活動
を�める。この��地域は、4 0年前に開発された地域であり��に���が�む⼀�で、1 0年ほ
ど前にインド�のインターナショナルスクールがこの地域にできたことをきっかけに、インド�
が�むようになっている。お�いのコミュニティに�点がなく、��や⽣活��の�いから�く
の⼩さな問題が発⽣している。ますます���する地域において、K I Cではその地域�題�決の
ための地域づくりに�り�んでいる。

�⽣ボランティアグループ「��かけはしプロジェクト」代�。
東�⼤�⼤��⼯��研�科都�⼯�専攻�⼠��。

2 0 1 5年、��かけはしプロジェクトの立ち上げに�わり、2 0 1 7年から代�を�める。�国��
�が半��上を占める��団地で、�流イベントづくりや⽣活�内パンフレットづくりなど、�
��・��代の��がともに��して暮らせる地域づくりを⽬指し活動している。⼤��では、
���共⽣のまちづくりを研�している。

��� �野�



（１）「��の友に、��と共に〜アルペなんみんセンターの事例から、地域での��受け�れについて�える〜」

■⽇�における����率は�常に�く、その受け�れ政策について�年��の��となっています。そのような中、2021年3
⽉、�古���国在留�理局に��中のスリランカ�ウィシュマ・サンダマリさんが�くなったことを��に、��政策に�する

�論の�まりが⾒られました。そこで、この�まりの��をしっかりと�え、�き�き、⽇�の��政策の問題点について理�を

�める必�があります。

 �奈川����にある国内�⼤�模のシェルター「アルペなんみんセンター」では、「�前で呼び�える��」を⽬指して、�

�の�々と地域の�々が�流しています。�セミナーでは、アルペなんみんセンターを中�とした���での��受け�れに�し

て�び、「地域での��受け�れ」について�く�えます。

■形式��義＋グループワーク 

（２）「となり��の���共⽣〜��団地と�が�団地から、10年�の地域��を�える〜」
■埼⽟�にある「��団地」で⾃��事�局�を�める�﨑さんは、中国�が���んでいる当�団地に�みながら、���共⽣

に向けた活動を�年�けています。また、インド��帯が300�上ある�奈川������の「�が�団地」では、「�が�イン
ターナショナル（KIC）代�の野場さんを中�に、���共⽣を⽬指した活動が�められています。
 �セミナーでは、これら２つの団地で活動する�﨑さんと野場さんから、それぞれの団地の�徴についてお�を伺うと同時に、

�国���と⽇����がどのようなコミュニケーションを�して共に⽣活しているのか、��例を伺います。また、�⽣団体

「��かけはしプロジェクト」代�の圓�さんからも、ご⾃�の体�を�してコメントを伺います。

■形式��義＋�疑��

※※��する�の��点※※
①スマートフォーンからの��ですと、グループワークをする�に�⾯が⾒にくく、積�的な��が�しいことから、パソコンや

タブレットのご利⽤をおすすめします。

②� 当⽇のセミナー映�の��、��、スクリーンショットはご�慮ください。

・�セミナーに�するお問い�わせは、下�へお願いいたします。

 
問い�わせ先�（�財）かながわ国��流財団 （担当�⻄�）

Email:  seminar@kifjp.org  TEL: 045-620-5045

申�み��

・下�申�フォームより、①お�前、②ご�属、③��⽤メールアドレス、④受�を希�するセミナー（���択可�）、⑤�セ

ミナーを知ったきっかけを��し、申�みをしてください。申�み受付�、申�受付⾃動��メールが�られますので、受�ボッ

クスをご��ください。

※頂いた個�情�は、�セミナー��に�る業�にのみ利⽤し、その他の使�で利⽤�しません。
※当財団事�局からのメールが�惑メールフォルダやゴミ箱に⾃動的に�り�けられる可�性がありますので、ご��頂きますよ
うお願い�します。

申�フォーム� https://willap.jp/p/acc_4614/daigakusei_seminar/

セミナー内�

～大学からの視察や講師派遣を募集しています！～
■（公財）かながわ国際交流財団では、多文化共生の社会づくりの一環として、大学の授業に関連する
視察の受入れ及び大学への講師派遣を行っています。

＜形態＞① ゼミやサークル単位での少人数の視察受入（人数の上限10名程度）／② 大学への講師派遣
＜講義内容＞① 神奈川県内の外国人住民の状況及び社会の課題／②財団の取組み

詳細およびお申込みはこちらから：　https://www.kifjp.org/student/daigakuprogram

お問い�わせ

インスタもやってます�

kif_youth で�索�


